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最 近 分離 した各 種病 原 細菌 のJosamycin,Erythromycin,

Lincomycinに 対 す る感受 性 につ いて

小酒井 望 ・猪 狩 淳

順天堂大学医学部臨床病理学教室

小 栗 豊 子

順天堂大学医学部附属順天堂医院中央臨床検査室

1968年1月 か ら4月 までに 各種 臨床材料 か ら分離 さ

れた病原細菌類,す なわち,肺 炎球菌,溶 血 レンサ球菌,

腸球菌,黄 色 ブ ドウ球 菌,各 種嫌気性菌 のJosamycin

(JM),Erythromycin(EM),Lincomycin(LCM)に 対

す る感受性を測定 し,そ の抗菌力を比較 した。 なお腸 球

菌,黄 色 ブ ドウ球菌 について は,他 の2,3抗 生物 質に

対す る感受 性 も測定 した。

1.実 験材 料および方法

(1)各 種 臨床 材料か ら分離 され た肺 炎球 菌15株,溶 血

レンサ球菌43株,腸 球菌27株,黄 色 ブ ドウ球菌52

株,PePtococcus4株,PePtestreptococcus4株,ウ

ェル シュ菌2株,嫌 気性 コ リネバ クテ リウムおよび嫌

気性無胞子 グラム陽 性桿 菌4株,Veillenella4株,

Bacteroides9株 を供試 した。

(2)上 記菌株 のJM,EM,LCM感 受性を 日本化学療

法学会標準法1)に 準 じて測定 した。な お腸球菌 につ い

て は,上 記3剤 のほかPC-G,TC感 受性 を,黄 色 ブ

ドウ球 菌について はPC--G,TC,CER感 受性 を も測

定 した。

使用 した抗 生物質 はすべて単位 の明 らかな純末を用い,

濃 度段 階は100mcg/mlか ら2倍 稀釈凌 階 とした。 そ し

て肺 炎球菌,溶 血 レンサ球菌,腸 球菌 では5%羊 脱 線維
'素血液加H

eartInfusi◎n寒 天,黄 色 ブ ドウ球菌で は

Heart工nfusion寒 天を用 いた。嫌気性 菌では5%羊 脱

線維 素血液加LiverVeal寒 天 を用い,黄 燐 燃焼法で嫌

気 的に培養 し,48時 間後 に結 果を判 定 した。

2.実 験結果

1)肺 炎球菌

表1の ごと くMICはEMが 最 も小 さ く,JM,LC

Mの 順 であ る。15株 はいずれ もこれ ら3剤 に感受性で

あると考 え られ る。

2)溶 血 レンサ球菌

表2の ごと くMICはEMが 最 も小 さ く,LCM,JM

の順 であ る。 まだ これ ら薬剤 に耐 性 と考え られ る菌は認

あ られない。

表2溶 血 レンサ球 菌43株 の感受性

薬 剤

JM

EM

M工C(mcg/ml)

≦・…31…25i…Sl・ …1・ ・2・1・・3gl・・7Sl・・56

222316

1 7287

LCM1 52018

3)腸 球菌

表3の ごと くJM,EMのMICはLCMに 比べて

小 さい。 そ してMICの 小 さい菌株で は,EMの 方が

JMよ りもMICが 小 さい。27株 中8株(29.6%)は

EMお よびJMに 極 めて感受 性であ るが,他 の19株

は これ ら薬剤に耐性 と考 え られ る。 菌株別の感受性は表

示 して ないが,19株 は3剤 いずれ も耐性で ある。

表3腸 球菌27株 の感受性

薬 剤

MIC(mcg/ml)

≦・・3gl・・7Sl・・S613・・316・2Sl・2・Sl2SIS・1…1>…

JMl 26 16 3

表1肺 炎球菌15株 の感受性

MIC(mcglml)

EM

薬 剤

JM

EM

LCM

・…31…2Sl…51・ …1・・2・陣78iL56

177

LCM

62 163

413 19

pc-G1
TC

521 1

3 1203

87

4101
なお検査 した27株 の大部分 は表 の ごと くPC-G3.13

～1 .56mcg/ml感 受性で,か つTC耐 性 であ る。
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表4黄 色ブ ドウ球菌52株 の感受 性

薬 剤

JM

EM

LCM

PC-G

TC

CER

M工C(mcg/m!〉

≦…sl・ …1・ ・2・1・・391・ ・7s1・ ・s613・ ・316・2sl…si25}5・i… <100

1 29 1 21

21 3 1 27

1 8 12 11 1 19

10 1 2 8 4 2 2 3 12 8

121 2 2 26

8 11 12 813

4)黄 色ブ ドウ球菌

表4の ごと くMICはEMが 最 も小 さい。 しか しEM,

JM,LCMに 耐性 と考え られ る菌 も多い。 菌株別 にこ

れら3剤 のMICを み ると,表5の ごと く3剤 すべて に

極あて感受性の もの,3剤 すべて に耐性(>100mcglml)

のものが多いが,3剤 のいずれか1剤 にの み感受性の も

の,あ るいは耐性の もの も少数株で はあるが認 め られ る。

そして私どもの検査 した範囲 内で は,JM耐 性の もの は

すべてEM耐 性であ るが,LCM感 受性の もの は少数

みられ る。 またEM,LCMの1剤 あ るい は2剤 に耐性

で,JM感 受性の ものが少数み られ る。

なお表4に み られ るように,PC--G,TCに 耐性 と考

えられ る菌が多数見 られ るが,CERに はすべてMICが

O.78mcg/ml以 下で,耐 性 と考え られ る菌 は認 め られ な

い。

表5黄 色ブドウ球菌52株 の菌株別感受性

181

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

1

1

JM

≦0.05

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.59

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

EM

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

LCM

6

8

8

8

8

8

8

6

6

6

6

6

6

3

3

3

3

5

7

7

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

・

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ロ

ロ

ロ

の

の

の

の

の

　

の

ピ

コ

ロ

リ
ゐ

　

ユ

ユ

ユ

で
よ

ユ

で
ム

ユ

ユ

ユ

ユ

で
よ

ユ

で
よ

で
よ

て
ム

で
ム

ユ

ユ

で
ム

で
よ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

>

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

20

20

20

39

39

39

56

00

00

00

00

00

00

20

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

り

の

の

の

る

の

い

ヱ

ユ

ユ

で
ム

ユ

ユ

リ

ユ

ユ

　

エ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

て
よ

ユ

ユ

ヱ

ユ

ユ

で
ム

ユ

モ
よ

0

0

0

0

0

0

1

>

〉

〉

〉

〉

>

0

>

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

13

13

25

78

13

13

13

39

56

56

56

00

00

13

78

56

56

13

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

っ

ら

　

コ

　

の

　

や

コ

コ

る

り　　

ユ

の

り

の

サ

ロ

ユ

　ユ

　
よ

　
よ

エ

エ

ユ

　よ

　よ

ヨよ

　ユ

　よ

でよ

　
　

コ
　

　エ

ユ

3

3

6

0

3

3

3

0

1

1

1

>

>

3

0

1

1

3

>

〉

>

〉

〉

>

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉
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表6嫌 気 性 菌 の 感 受 性

菌 種

PePtococcers

株

数

4

PePtostrePtOCOご`π ∫

ウ ェル シ ュ菌

嫌 気性 コ リネバ クテ リウムお よ
び嫌 気性無胞子 グ ラム陽 性桿 菌

4

2

4

薬 剤

MIC(mcg/ml)

≦0.10
1・2・ie・391・ ・7Si・ ・S613・ ・316・2S1…S1>・2・5

JMl 1 2 1

EM

LCM

JM

EM

LCM

1 1 1 1

1 2 1

22

4

2 1 1

JM{
EM

LCM

JM

EM

LCM

1 1

1 1

、 1 1

2 1 1

2 1 1

1 2 1

Veillonella

Bacteroides

4

9

JM} 1 1 2

EM} 1 1 2

LCM{2 1 1

JMI 2 2 4 1

EMl 1 1 1 2 2 2

LCM{ 6 2 1

菌種 によつて差 はあるが,グ ラム陽性菌18株 はほと

ん どすべて3剤 の3.13mcg/ml以 下で発育を阻止 され

る。MICに は大差 はないが,EM,JM,LCMの 順 に

大 き くなる傾 向にあ る(表6)。

一方 グラム陰性菌 では,12.5mcg/mlで 発育を阻止 さ

れない菌が認 め られ,MICはVeillonellaに ついて は

LCM,Bacteroidesで はJMが 最 も小 さい と考え られ

る。

3.考 察

私 ど もは最近臨床材料 か ら分 離 された グラム陽性球菌

および嫌 気性菌各種 のJM,EM,LCM感 受性を測定

した。新 マ クロライ ド剤JMを,現 在 使用 されてい るツ

クロ ライ ド剤 の中で最 も古 いEM,お よび化学構造 は相

違 す るが,抗 菌 スペ ク トル はマ クロライ ドi剤と類似 して

い るLCMと 比較 するのが 目的であ る。

菌種 に よつて差 はあるが,好 気性 グ ラム陽 性球菌で は,

MICはEMが 最 も小 さい。JMとLCMで は,菌 種,

菌株 によ り違 うが,一 般 にJMの 方が小 さい傾 向にあ る。

腸 球菌で これ ら3剤 に耐性 と考 え られ る菌株が多数認

め られたが,1剤 に耐性の ものは他剤に も耐性であつた。

一方黄色 ブ ドウ球菌で はJMに 感受 性の強 いもの は
,大

部分EM,LCMに も感受性で あるが,時 にEM,LCM

の1剤 また は両 剤 に耐性 の もの もあつた。 またJMに 耐

性 の ものはすべてEMに 耐性であつ たが,LCMに は感

受性 の もの も認 め られ た。黄色 ブ ドウ球菌 において,マ

クロ ライ ド剤 とLCMの 間で,1剤 に耐性 のものは大部

分他剤 に も耐性で あるが,し か し中には極 めて感受性の

株 もあ ることは,よ く知 られた事実で,新 マ クロ ライ ド

剤JMも 例外で はない。

嫌 気性菌 は,グ ラム陽 性菌はほ とん どがEM,LCM

に感受 性で,Bacteroidesも 大半 が これ ら薬剤 に感受性

で あ る2)が,JMに 対 して も大部分が感受性で ある。3

剤 の嫌気 性 に対す るMICは,菌 種 によ り多少 の相違は

あ るが,そ れ程大 きな違 いはない。

4.結 論

私 どもは最近臨床材料 か ら分 離 した肺炎球菌,溶 血 レ



 VOL.  17  NO.  4 CHEMOTHERAPY  575

ンサ球菌,腸 球菌,黄 色 ブ ドウ球菌,嫌 気 性菌 各種,計

164株 のJM,EM,LCM感 受性 を測定 して次 の結果

を得た。

1)好 気性 グラム陽性球菌で は,-vA般 にMICはEM,

JM,LCMの 順で大 き くな る。 嫌気性菌 では菌種

によ り差 はあるが,3剤 間 にそれ程大 きな差 は認 め

られなかつ た。

2)黄 色ブ ドウ球菌 では,JM耐 性株 はすべ てEM繭

性であつたが,LCM感 受性の ものが少数認 め られ

た。 またJM感 受性株 はほ とん どすべてEM,LCM

感受性であつたが,EM,LCMの1i剤 または両剤 に

耐 性の株が少数認め られた。
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SUSCEPTIBILITY OF RECENTLY ISOLATED PATHOGENS TO  , 

    JOSAMYCIN, ERYTHROMYCIN AND LINCOMYCIN

 NOZOMU  KOSAKAI  & JUN IGARI 

Department of Clinical Pathology Juntendo University , School of Medicine 
 TOYOKO  OGURI 

           Clinical Laboratory, Juntendo University Hospital

 A total of 164 strains of recently isolated pathogens from clinical materials , i. e.  pneunzococci, 
hemolytic streptococci, enterococci, Staphylococcus aureus and several species of anaerobes, were tested 
for their in vitro susceptibility to josamycin, erythromycin and lincomycin by a plate dilution 
method. 
 To aerobic Gram positive cocci erythromycin was most effective and secondly josamycin was 
effective, but to anaerobes these three antibiotics were almost equally effective . 

 Among the strains of Staphylococcus aureus, josamycin-resistant strains were all resistant to 
erythromycin, but a few were sensitive to lincomycin . Josamycin-sensitive strains of staphylococci 
were almost all sensitive to erythromycin and lincomycin, but a few were resistant to erythromycin 
and lincomycin or one of these two antibiotics .




